
医見書 Ver3.1.5 の変更点 

 

■検査費用点数：平成 24 年度診療報酬単価の設定に対応 

■訪問看護指示書： 

１）要介護認定の状況で、要支援を要支援 1、要支援 2 へ設定可能 

２）「褥瘡の深さ」項目の印字順序を変更 

３）「装着・使用医療機器等」の「8.留置カテーテル」部位項目の追加 と 

    「11.ドレーン」項目の削除 

４）「特記すべき留意事項」の注意書きの変更 

■特別訪問看護指示書： 

・［一時的に訪問看護が頻回に必要な理由］項目に関する注意書きを追加 

 

 

 

■検査費用点数：平成 24 年度診療報酬単価の設定に対応 

バージョンアップをすることで、検査費用点数が平成 24 年度診療報酬単価に変更されます。 

 

【ご注意】 

医見書Ver3.1.5へのバージョンアップをおこなうと、検査費用点数が最新の状態へと変化するため 

バージョンアップをおこなう前に必ず請求漏れがないことを確認してください。 

 

 

≪Ver3.1.5へのバージョンアップ後、平成23年以前の報酬単価で意見書の請求をおこないたい場合≫ 

※ 以下の作業は[メインメニュー]→[基礎データ登録]→[「保険者」登録／更新画面 ]にて 

作業をおこないます。 

 

【検査点数の変更方法】 

該当の保険者情報を開いていただき、[保険者情報2]タブにて平成23年度の 

検査費用点数へと変更後、更新してください。 

 

 

【変更された検査項目】 

【名称】 【変更前（平成23年報酬単価）】 【変更後（平成24年報酬単価）】 

血液採取（静脈） 13点 16点 

血液化学検査 

（10項目以上） 
123点 121点 

 

 

 



■訪問看護指示書 

１）要介護認定の状況で、要支援を要支援 1、要支援 2 へ設定可能 

 

 

 

 

 

※ 

医見書 Ver3.1.4 以前に要支援を選択していた利用者様は、「要支援２」が選択されています。 

利用者様が要支援１の場合は、選択し直してください。 

 

 

２）「褥瘡の深さ」項目の印字順序を変更 

 

 

 

 

平成 24 年 3 月以前 

 

 

 

平成 24 年 4 月以降 

 

 

３）「装着・使用医療機器等」の「8.留置カテーテル」部位項目の追加 と「11.ドレーン」 

項目の削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ver3.1.4 以前に要支援を選択した場合、Ver3.1.5 に

バージョンアップすると要支援 2 に自動的になりま

す。要支援１の場合は選択し直してください。 

 

「DESAIGN 分類」と「NPUAP 分類」の

印字位置変更のため、指示書画面も変更 

訪問看護指示書の様式が変更になり、「ドレー

ン」がなくなりました。 

また、「留置カテーテル」に部位が追加されま

したので、直接入力、または、編集から部位

項目を追加すると、選択できるようなります。 

 



平成 24 年 3 月以前 

 

 

 

 

 

平成 24 年 4 月以降 

 

 

 

 

 

【注意】 

※新しい訪問看護指示書には、現在の状況の「装着・使用医療機器等」に 

「11．ドレーン」項目が削除されています。必要があれば、バージョンアップを 

行う前に訪問看護指示書を作成してください。 

 

 

 

４）「特記すべき留意事項」の注意書きの変更 

 

 

 

 

 

 

 

■特別訪問看護指示書： 

［一時的に訪問看護が頻回に必要な理由］項目に関する注意書きを追加 

 

 

 

 

症状・主訴に「一時的に訪問看

護が頻回に必要な理由」項目が

追加 

特記すべき留意事項の注意書きが変更 

留置カテーテルに「部位」

が追加。また「ドレーン」

は削除 


